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高耐環境ヘリコプター

防爆ドローン着水型

アーム付きドローン 張り付き型 30kg搭載ドローン

災害支援物資輸送着水＋潜水艇

様々な特殊ドローン＋ソリューション

災害支援物資輸送送

高高耐耐環環境境ヘヘリリココププタタ

防爆ドロ ンン防爆ドロ ンン



背景・目的
医薬品のドローン配送 

①実運用に向けて技術的課題の解消～高い運用コストと運用の安全性。 
・コスト～支配的となる人的コスト
　オペレータと監視員、調整員　交通量の多い幹線道路や交通規制が難しい鉄 
　道路線を横切る場合など 
・安全性 
　幹線道路や鉄道への墜落の危険性

②安定した運搬のための要件 
・温度管理とパッケージ保護
　→ドローンの大型化（1kg運べるドローンでは不十分）



実施場所

2.5kmほどの航路上に七つの橋梁



実施体制

・株式会社プロドローン 
　実証全体とりまとめ、プロジェクト管理、機体提供、運航管理 
　システムの効果の検証、データ検証 
　体制：PM1名、ソフトウェア担当1名、ハードウェア担当1名、 
　　　　フライト担当1名、経理事務担当1名 

・株式会社メディセオ様 
　医薬品の管理方法規定、淡路支店（FLC）におけるフライト管理、 
　運送時受渡作業 
　体制：主担当1名～2名 

・県立淡路医療センター様 
　役割：医療現場のニーズ抽出、運用方法アドバイス、運送時受渡作業、 
　システム最終評価



実施場所

幅が広く衛星測位が乱れる

高さ方向の余裕度が少ない　



実施場所

幅が広く衛星測位が乱れる

高さ方向の余裕度が少ない　

・自己位置推定精度の確認

・補正、修正機能の実装

・安定した低空飛行機能

・前方＋上方の衝突防止機能



実施場所

幅が広く衛星測位が乱れる

高さ方向の余裕度が少ない　

・自己位置推定精度の確認

・補正、修正機能の実装

・安定した低空飛行機能

・前方＋上方の衝突防止機能
水面センサ、データ処理、自律低空飛行機能

独自の抑止方式の実装

蓄積されるエラー＞複雑な基本システム

十分な衛星測位による移動で補正



基本動作検証

・概要
右図は橋梁下を自律飛行させ補足衛星数と高度を表示し
たもの。
・図の説明
地図上の青いラインがGPS測位軌跡で、POSは総合的な
演算結果の測位軌跡である。
・課題
補足衛星数はフライトに十分な数を補足しており、同時
にステータスもFIX（十分な測位計算が完了している状
態）となっているため大きな問題はないが、橋梁の下に
入った次点で青いGPSとドローンの位置を示すPOSのラ
インの乖離が大きくなっている。
開放空間で衛星測位の障害がない通常の自律飛行では問
題ない範囲の演算結果であるが、数mの誤差が問題とな
るこうしたフライトでは課題となる。



基本動作検証

・概要
右図は福島RTFの橋梁の下でも特に地磁気センサに影響が大
きいエリアでの自律飛行の様子である。地磁気を全面的に信
用しない特殊で試験的な演算プログラムを装備している。
・動作の説明
起動後のヘディングは+16度を中心に概ね数度の範囲で安定
している。
大きく乱れることがなくなったため安定してフライトが行え
た。効果が見られたが、試験的な手法のため今後も精度確認
を行う必要である。



基本動作検証



橋梁下飛行検証

福島 新田川



基本動作検証
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